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中川直樹教授は、1997年に自治医科大学を卒業後、

旭川医科大学内科学第一講座（現内科学講座循環

器・腎臓内科学分野／呼吸器・脳神経内科学分野）

に入局し、北海道の地域医療に従事してきた。2002

年からは、旭川医科大学薬理学講座でプロスタグラ

ンジン受容体ノックアウトマウスを用いた腎線維化

機序の研究を行い、2012年からは、米国ワシントン

大学（シアトル）腎臓内科へ留学し、遺伝子改変モ

デルを用いた腎臓の発生および線維化進展における

研究に従事した。2014年に帰国後、循環器疾患・腎

疾患に関する診療・研究・教育に従事し、2024年、

旭川医科大学内科学講座循環器・腎臓内科学分野の

教授に就任した。

慢性腎臓病の共通経路である腎線維化進展におけ

るマイクロRNAの役割解明に関する基礎研究に従

事する一方、循環器・腎臓・脳神経内科の領域横断

的な臨床研究として、希少遺伝性疾患であるファブ

リー病のハイリスクスクリーニングを北海道全域で

行い、北海道のファブリー病診療の発展に大きく寄

与している。また、様々な厚生労働省の班会議・腎

疾患政策事業に参加し、難病では一次性ネフローゼ

症候群と一次性膜性増殖性糸球体腎炎（Ｃ３腎症を

含む）を担当し、慢性腎臓病患者の治療と就業の両

立支援の研究班では代表を務めた。さらに慢性腎臓

病に関する多くの臨床疫学研究、多職種連携体制の

構築を推進し、学部教育や大学院教育にも取り組み、

次世代を担う人材の育成にも尽力している。

慢性腎臓病の克服に
資する基礎的および
臨床的研究
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